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最大化課題では，最適化課題に比べて格段に有
意な集団が多いことは，表７－１の結果を反映
するものであろう。最適化課題では最大化課題
にみられるような顕著が傾向がみられない。こ
れは表７－２のに(t)｜をかならずしも反映し
ていないことによると,思われる。
Ｖ(t)，Ｐ(t)及びＧ(t)間の偏相関係数を示すと
表８－２－１（最大化課題）及び表８－２－２
最大化課題では，Ｐ(t)に対するＶ(t)の回帰係
数はすべて正であるが，Ｇ(t)に対する係数はほ
とんど負であり，回帰及び相関係数の80％が有
意となっている。この傾向は事態Ｉ及び事態１１
とも共通している。
最適化課題では，Ｐ(t)に対するＶ(t)の回帰係
数のかなりは正で，Ｇ(t)に対する係数の多くは
負である。回帰は32％，相関係数の23％が有意
で，事態Ｉ及び事態11でもこれらの傾向に違い －(最適化課題）の通りとなる。
はない。
表８－２－１Ｖ(t)，Ｐ(t)及びＧ(t)間の偏相関係数
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表８－２－２Ｖ(t)，Ｐ(t)及びＧ(t)間の偏相関係数
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５目標達成度の評価に関連する推定式
V(t)＝－α45ｓ(t)＝α4５（P(t)－Ｇ(t))＝a45AD
（15）
V(t)＝α４５０１s(t)｜＝ａ４５ｏｌＰ(t)－G(t)’（16）
V(t)＝α４２P(t)＋α4,Ｇ(t）（17）
最大化課題では，Ｖ(t)とＰ(t)との間の偏相関
係数は全体で70％が高く，Ｇ(t)との間の係数は
40％程度の集団で負に大きい。事態Ｉ及び事態
11との違いはやはり大きくない。
最適化課題では，Ｐ(t)とＧ(t)間での相関は
59％，Ｖ(t)とＧ(t)間との相関は41％で著しく，
Ｖ(t)とＰ(t)間の相関は最低で23％である。
３種類の偏相関内での顕著な集団の多少は，
最大化課題と最適化課題で相当異なるものと
なっている。
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